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報
富
士
河
口
湖

　
１６

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　　
町
社
協
で
は
、
町
内
在
住
で
78
才

以
上
の
方
を
対
象
に
、
針
と
マ
ッ

サ
ー
ジ
治
療
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

山
梨
県
針
・
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
師
会
湖
岳
部
会
の
「
地
域

の
皆
さ
ん
に
奉
仕
し
た
い
」
と
の
意
を
い
た

だ
き
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
事
前
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
、

直
接
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
頃
の
疲
れ
を
、
い
や
し
た
い
方
、
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
期
日
…
…
…
平
成
18
年
９
月
21
日
（
木
）

　
受
付
…
…
…
午
前
９
時
～
11
時

　
治
療
時
間
…
午
前
９
時
～
12
時

　
会
場
…
…
…
船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
大
石
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
河
口
住
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
足
和
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
上
九
一
色
地
区
の
方
は
、
会
場
が

船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
当
日
、

船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
温
泉
送
迎
バ
ス
が
回

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
時
間
場
所
（
ド
ク
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
９:

40

↓
上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
９:

45
↓
本
栖
三

叉
路
交
差
点
９:

50
↓
精
進
移
住
地
９:

55
↓

金
風
荘
前
10:

02
↓
村
浜
荘
前
10:

05
↓
健
康

プ
ラ
ザ
10:

30
↓
船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
町
社
協
で
は
、
５
月
か
ら
実
施
の
手
話
奉

仕
員
養
成
講
習
会
入
門
課
程
に
引
き
続
き
、

基
礎
課
程
を
開
催
し
ま
す
。

　
手
話
技
術
を
向
上
さ
せ
た
い
方
、
こ
の
機

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

協
力
機
関
…
山
梨
県
立
聴
覚
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　(

社)

山
梨
県
聴
覚
障
害
者
協
会

対
象
者
…
富
士
河
口
湖
町
民
　
定
員
20
名

受
講
料
…
テ
キ
ス
ト
代
（
１
４
７
０
円
）

申
込
み
…
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　 

（
電
話 

７
２ 

― 

１
４
３
０
）

　
町
社
協
で
は
、
７
月
か
ら
実
施
の
視
覚
障

害
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
前
期
に
引
き
続
き
、

後
期
も
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
新
た
に
住

所
録
作
成
や
表
計
算
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

実
施
日 

… 

９
月
20
日（
水
）・
27
日（
水
）

　
　
　 

　 

10
月
４
日（
水
）・
11
日（
水
）

　
　
　 

　
　 

　
18
日（
水
）・
25
日（
水
）

　
　
　  

　
11
月
１
日（
水
）・
８
日（
水
）

実
施
時
間
…
午
前
９
時
30
分
～
12
時

実
施
場
所
…
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

対
象
者
…
町
内
の
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、

　
　
　
　
視
覚
障
害
１
・
２
級
の
方

定
員
…
５
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み
締
切
日
…
９
月
15
日
（
金
）

　

 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
、
自
分
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
齢
別

に
体
験
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
７
月
28
日
、

勝
山
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
実

施
。
小
学
３
～

６
年
生
30
名
が

参
加
。
昼
食
の

カ
レ
ー
や
小
物

作
り
を
通
じ
て
、

町
内
の
障
害
の

方
と
一
日
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　
８
月
３
日
、

山
梨
県
環
境
科

学
研
究
所
で
実

施
。
中
学
生
16

名
が
参
加
。

　
同
所
職
員
に

実
際
に
外
に
出

て
動
物
や
植
物

の
観
察
し
ま
し

た
。
ま
た
、
水
質
汚
染
の
現
状
や
、
外
国
で

の
水
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み
な
ど
環
境

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
富
士
河
口
湖
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
２

日
に
わ
た
り
実
施
。
生
徒
20
名
が
参
加
。

８
月
４
日
は
、

６
名
が
参
加
。

県
立
介
護
実
習

普
及
セ
ン
タ
ー

で
、
高
齢
者
の

疑
似
体
験
や
福

祉
用
具
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
８
月
９
日
（
水
）
は
、
同
校
の

茶
道
部
も
含
め
14
名
が
参
加
。
『
生
き
活
き

交
流
広
場
』
の
お
年
寄
り
と
、
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ロ
ビ
ー
個
人
登
録
者
と
一
緒
に
、
「
ふ

る
さ
と
」
な
ど
懐
か
し
い
唱
歌
を
歌
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
茶
道
部
か

ら
、
抹
茶
を
い
た
だ

き
、
皆
お
い
し
そ
う

に
飲
み
ほ
し
て
い
ま

し
た
。
同
校
は
、
７

年
前
か
ら
高
齢
者
と

の
交
流
活
動
を
実
施

を
し
て
い
ま
す
。

針
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
サ
ー
ビ
ス

78
才
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施

日
頃
の
疲
れ
を
い
や
し
ま
す
！

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

【
基
礎
課
程
】
参
加
者
大
募
集
！

～
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
～

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

　
　
　 

 

（
後
期
）
講
習
会 

 

開
催

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

 
 

小
・
中
・
高
（
年
齢
別
）
に
実
施

小
学
生

中
学
生

高
校
生

障害の方と一緒に、楽しく
おいしいカレーも作りました。

富士山麓の動物や植物を観察、
環境について学習

河高生、ボランティア
手拍子で「ふるさと」を歌いました

重りや手袋を装着した高齢者
疑似体験(茶碗洗いに挑戦)

【基礎過程】 時間：午前10時～12時   場所:富士河口湖町中央公民館

月日 講習内容回数 月日 講習内容回数

9/211 基礎文法 具体的表現Ⅰ

9/28２ 基礎文法 具体的表現Ⅱ

10/ 5３ 基礎文法 置き換えの表現

10/12４ 基礎文法 表現

10/19５ 基礎文法 主語の明確化Ⅰ

10/26６ 基礎文法 主語の明確化Ⅱ

11/ 2７ 基礎文法 主語の明確化Ⅲ

11/16９ 基礎文法 空間の活用Ⅰ・Ⅱ

11/3010 基礎文法 同時性

12/ 711 基礎文法単語や文の代理的表現

12/1412 基礎文法 繰り返しの表現

11/ 9８
講話障害者福祉の基礎知識について
基礎文法 主語の明確化Ⅳ

12/2113 レベルアップ講座Ⅰ

1/2515 レベルアップ講座Ⅱ

2/ 116 レベルアップ講座Ⅲ

2/ 817 レベルアップ講座Ⅳ

2/1518 レベルアップ講座Ⅴ

2/2219 レベルアップ講座Ⅵ

3/ 120 レベルアップ講座Ⅶ

3/ 821 レベルアップ講座Ⅷ

3/1522
講話 ボランティア活動について
交流会・閉講式

1/1814
講話 聴覚障害者活動と聴覚
　  障害者福祉制度について

　
又
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
も
、
同
時
に
募
集
し
ま
す
。
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１７

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
渡
辺
囚
獄
ノ
佑  

考

　
甲
斐
を
守
る
要
道
警
備
に
衆
と
呼
ば
れ
る
国
境
警

備
隊
が
あ
っ
た
。
武
川
衆
、
津
金
衆
、
小
尾
衆
、
御

岳
衆
、
九
一
色
衆
、
西
の
海
衆
、
辻
衆
、
大
村
衆
な
ど

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
特
に
重
要
路
線
だ
っ
た
中
道

往
還
と
本
栖
金
山
を
守
る
九
一
色
衆
が
あ
っ
た
。

　
本
栖
と
古
関
に
国
界
の
口
留
番
所
が
置
か
れ
て
い

て
甲
州
金
の
流
失
を
防
い
で
い
た
。
九
一
色
衆
は
十

七
騎
が
武
田
信
虎
の
時
代
に
地
頭
、
別
当
の
要
職
を

拝
命
し
て
お
り
富
士
山
麓
に
万
里
の
長
城
に
も
似
た

溶
岩
の
石
垣
積
み
か
ら
な
る
城
山
の
築
城
を
配
し
て

国
境
警
備
に
万
全
を
期
し
て
い
た
。

　
十
七
騎
の
長
に
本
栖
の
渡
辺
の
一
統
が
な
っ
て
お

り
、
祖
父
渡
辺
源
次
知
（
サ
ト
ル
）
父
源
氏
縄
（
タ

ダ
ス
）
豊
後
、
そ
の
子
に
源
五
郎
、
の
ち
の
囚
獄
ノ
佑

（
ヒ
ト
ヤ
ノ
ス
ケ
）
と
称
す
る
信
玄
、
勝
頼
の
朱
印
を

家
蔵
し
た
室
町
時
代
か
ら
の
代
々
の
地
頭
が
い
た
。

九
一
色
衆
十
七
騎
と
共
に
歩
卒
同
心
二
十
人
を
付
属

し
て
本
栖
川
尻
金
鉱
の
金
掘
り
人
夫
、
千
人
の
目
付

け
役
で
も
あ
っ
た
。

　
囚
獄
と
は
罪
人
を
押
し
込
め
て
お
く
牢
屋
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
囚
獄
司
つ
ま
り
刑
務
所
長
で
あ
る
。
直
命

を
受
け
た
四
等
官
中
第
三
位
の
官
令
職
で
あ
っ
た
。

　
武
田
滅
亡
の
後
、
九
一
色
衆
は
分
散
し
た
が
、
徳
川

幕
府
に
仕
え
九
一
色
郷
と
中
道
往
還
を
価
値
あ
ら
し

め
、
守
護
し
て
青
木
ヶ
原
の
本
栖
の
城
山
、
石
垣
防
塁

と
共
に
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
本
栖

金
山
と
下
部
湯
の
奥
金
山
は
峰
続
き
で
あ
る
。

　
九
一
色
郷
と
は
高
萩
、
三
帳
、
下
芦
川
、
梯
、
古
関
、

鶯
宿
、
精
進
、
本
栖
、
西
の
湖
が
最
初
の
九
一
色
郷
だ

っ
た
が
、
西
の
湖
は
後
に
は
ず
れ
本
栖
の
隣
村
は
駿

河
の
根
原
を
中
道
往
還
の
最
前
線
に
抱
え
込
ん
で
甲

府
に
近
い

向
山
を
中

枢
代
官
中

継
に
考
え

て
甲
斐
側

が
九
ヶ
村
、

駿
河
が
一

ヶ
村
で
九

一
色
郷
と

名
づ
け
た
。

　
古
文
書
、

甲
斐
国
志

な
ど
の
文

書
の
中
か

ら
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
探
索

し
だ
す
と
底
知
れ
ぬ
ほ
ど
奥
深
く
、
面
白
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
昔
は
金
山
あ
り
、
関
所
あ
り
、
甲
駿
の
国

境
と
い
う
こ
と
で
本
栖
を
中
心
に
歴
史
が
動
い
た
こ

の
九
一
色
郷
と
中
道
往
還
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
青

木
ヶ
原
樹
海
の
中
に
横
た
わ
る
謎
の
石
垣
砦
を
ゆ
っ

く
り
ま
た
じ
っ
く
り
探
索
・
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
信
長
・
家
康
の
通
っ
た
道
と
し
て
ま
た
、
武

田
軍
の
人
馬
が
跋
扈
し
た
騒
音
が
響
く
道
と
し
て
、

ま
た
合
併
で
村
は
な
く
な
っ
て
も
動
か
ぬ
歴
史
と
し

て
夢
の
中
に
で
も
こ
の
九
一
色
衆
・
九
一
色
郷
は
残

し
た
い
も
の
で
す
。
上
井
出
、
三
里
の
遠
っ
原
を
通

っ
て
城
山
に
、
そ
こ
か
ら
ま
た
三
方
分
山
の
狼
火
台

へ
三
方
分
山
か
ら
甲
府
の
躑
躅
ヶ
崎
へ
と
遠
く
て
険

し
い
中
道
街
道
で
す
。

　
ど
こ
の
金
山
で
も
そ
う
で
す
が
穴
掘
り
は
み
な
囚

人
た
ち
の
仕
事
で
監
督
す
る
渡
辺
囚
獄
ノ
佑
は
相
当

重
責
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
渡
邉 
進

渡辺囚獄佑(わたなべひとやのすけ)の墓

町立美術館企画展紹介

両洋の眼

心に残る美術展

9月23日（土）～11月5日（日）

　毎年この時期に行っている「両洋の眼」は今回

で17回目となります。今回も多種多様な絵画表現

をひとつのまなざし、ひとつの感性で観ようとい

うスローガンのもとに、第一線で活躍する70余名

の画家たちの最新作を取り上げます。

うたたね記

櫻井　孝美

Dance Lesson

広田　稔
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１８

美術の部　　題は自由、1人1点、10号以内（額装に限る）

写真の部　　題は自由、1人1点、４つ切り以上全紙まで

文芸の部　　題は自由、短歌・俳句・川柳は1人２首（句）以内。

　　　　　　随筆・詩は原稿用紙２枚程度で１人１篇

書道の部　　書体は自由、１人１点、半切以下、表装又は仮巻きのこと

手芸の部　　ローケツ染め、刺繍、編み物、リボンフラワー、粘土、木目込人形、パッチアーク等、１人１点

工芸の部　　陶芸、木彫、竹細工等の工芸、染色等１人１点

拓本・写経の部　題は自由、1人1点

華道の部　　生花、投入花、盛花、１人１点

芸能の部　　芸能一般

　　　　　　　　　  　 （学校・保育所等を通じて募集します）

美術の部　　題は自由、８つ切、縦横自由、画材自由（小中学生は額縁なし、平面に限る）

書道の部　　園児・児童は楷書、中学生は行書、１人１点、半紙縦書き、作品に学校名、学年、氏名を記入、学

　　　　　　　校・保育所等を通じて依頼

文芸の部　　　　１０月１９日（木）

その他の部門　　１０月２４日（火）～２５日（水）午前10時から午後4時までに勝山ふれあいセンターへ　

　　　　　　　　搬入して下さい。

富士河口湖町第３回文化祭第３回文化祭第３回文化祭第３回文化祭
＝出展作品大募集＝

部　門　　募集内容等

園児・児童・生徒部門

締切り

◇開 催 日　１０月１４日（土） 

　　　　　　※ただし雨天の場合は翌日１５日（日）に順延。以降中止。

◇会　　場　富士北麓公園　陸上競技場

◇参加資格　県内在住者で以下の条件を満たす者

　　　　　　１５歳以上の男性もしくは女性（高校生以上）

　　　　　　但し、郡内在住者で構成されたチームを優先とする。

◇参 加 料　１チーム　４，０００円

◇申し込み

（１）方　法　所定の申し込み用紙に必要事項を記入し、富士北麓公園管理事務所に持参するか、ある

　　　　　　　いは下記宛に郵送・FAX・メールする。申し込みチーム数が募集定数を超えた場合は、

　　　　　　　主催者側の責任において抽選を行い、参加の可否を通知する。

（２）期　間 【持参】９月17日～９月24日　午前9時～午後5時　　　　　

　　　　　　 【郵送・メール】９月24日到着分まで

（３）申込先  〒403－0005 富士吉田市上吉田立石５０００　(財)山梨県体育協会

　　　　　　　　　　　　　　　「ヤングスポーツフェスティバルFUTSALHOKUROKU2006」係

　　　　　　　TEL；２４-３６５１　 FAX；２４-３３６８  

　　　　　　　ホームページ　http://www.mfi.or.jp/hokuroku/

　　　　　　　メールアドレス　hokuroku@mfi.or.jp

ヤングスポーツフェスティバル　FUTSAL HOKUROKU 2006
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士
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口
湖

　
１９

予防接種説明書「予防接種と子どもの健康」の
内容一部変更のお知らせ

〈５ページ表の説明書の５行目を替える〉

　「なお、MRは標準的な接種期間はありませんが」を、「なお、

麻しん及び風しんは標準的な接種期間はありませんが」

に読み替える。

　　　　　　

〈５ページ最後に追加〉

　注３：麻しん及び風しんについて同時に行う第１期又

は第２期の予防接種はMR混合ワクチンで接種を行うこと

となります。

　　　　　　

〈１６ページ下から９行目カッコ内を替える〉

　（１回目の接種として、従来から使用されている麻し

んワクチン及び風しんワクチンともに接種を行ったお子

さん、あるいは一方のワクチンを接種したお子さんでも

平成１８年６月２日より、２回目にMR二種混合ワクチン

を接種することができるようになりました。）

〈１６～１７ページの「（３）ワクチンの副反応」の次に以下を

加える〉

（３－１）麻しん（はしか）ワクチン（生ワクチン）

　麻しんウイルスを弱毒化してつくったワクチンです。

ガンマグロブリンの注射を受けたことがあるお子さんに

ついての接種時期については、かかりつけ医と相談して

下さい。

　定期の予防接種のワクチンの中では発熱率の比較的高

いワクチンです。健康状況調査報告によると、ウイルス

が体内で増える期間の後（接種後５～１４日後）に約５

４％に３７．５℃以上３８．４℃未満、約８．０％に３

８．５℃以上の発熱、約５．９％に麻しん様の発疹が認

められます。通常は１～２日で消失します。

　また、発熱に伴う熱性けいれん（約３００人に１人）

をきたすことがあります。その他、脳炎・脳症（１００

万～１５０万人に１人以下）、亜急性硬化性脳炎（SSPE）

の発症（１００万人に０．５～１．０人）が知られてい

ます。

（３－２）風しん（三日ばしか）ワクチン（生ワクチン）

　風しんウイルスを弱毒化してつくったワクチンです。

　ガンマグロブリンの注射を受けたことがあるお子さん

についての接種時期については、かかりつけ医と相談し

て下さい。

　風しんワクチンも生ワクチンですから、麻しんと同じ

ようにウイルスが体内で増えます。健康状況調査報告に

よると、小児の接種では、接種後５～１４日後までに約

１．９％に３７．５℃以上３８．４℃未満、約２．６％

に３８．５℃以上の発熱、約１．３％に発疹、約０．５

％にリンパ節腫脹が認められます。予防接種を受けた人

から周りの人に感染することはありません。

　麻しん及び風しんの予防接種について、MRワクチン第１期対象者にはすでに

お手元に配布してあります、説明書「予防接種と子どもの健康(２００６年３月

改訂版)」の内容について、予防接種法施行令の改正が６月２日より施行された

ことに伴い、下記の通り修正されましたので訂正をお願いします。

山梨赤十字病院がコンピュータＸ線断層診断システムを導入山梨赤十字病院がコンピュータＸ線断層診断システムを導入

　山梨赤十字病院（　利博院長）はこのほど、最新のコンピュータＸ線断層診断システムを導入した。

現行の装置が更新時期となったことから、（社）日本損害保険協会の寄附金を受け導入された。

　今回導入されたマルチスライスＣＴ装置は、０．５ｍｍ幅で

１６断面を同時に撮影できる。高速スキャンによる高精細画

像が得られ、脳血管疾患、心臓冠状動脈疾患の診断や早期が

んの発見に威力を発揮する。特に緊急性の高い外傷性の診断

に必要な検査精度の向上に貢献することが期待される。また、

検査時間の短縮による患者負担の軽減、Ｘ線被ばくの低減に

よる安全性の向上も図られる。

　同病院では「これまでの装置に比べ検査精度の向上、検査

内容の充実による診断精度の向上が図られ、患者負担の少な

い安全な検査が実施できる。」と期待を寄せている。



広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

第
21
回
富
士
河
口
湖
町

　
　
　
　
住
民
ゴ
ル
フ
会
参
加
者
募
集

ー
か
け
な
い 

 

す
わ
な
い 

 

の
ま
な
い
ー
マ
ー
ジ
ャ
ン
　

　
雀
健
倶
楽
部
主
催
第
５
回
健
康
麻
雀
大
会

健
康
科
学
大
学
の
学
章
公
募
！

山
梨
県
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
！

松
と
庭
木
秋
の
手
入
れ
教
室

■
日
　
時
　
　
11
月
６
日
（
月
）

■
場
　
所
　
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
３
０
０
０
円
（
税
・
諸
経
費
含
む
）

■
特
　
典
　
　
昼
食
・
練
習
ボ
ー
ル
（
30
球
）
付
き

■
申
込
期
間
　
11
月
１
日
ま
で(

申
込
み
用
紙
あ
り)

●
問
合
せ
先
　
船
津
財
産
区
事
務
局
（
72-

１
１
１
２
）

※
１
～
２
名
の
個
人
参
加
も
可
能
で
す
が
、
他
の
個
人
参
加
者

　
が
い
て
、
混
合
の
組
を
編
成
で
き
る
場
合
は
右
記
の
金
額
で

　
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
２
名
以
下
の
組
だ
と
キ
ャ
デ
ィ
ー
フ
ィ

　
ー
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

■
応
募
方
法
　

　
Ａ
４
版
白
色
用
紙
に
単
色
（
１
色
）
で
画
材
は
自
由
。

　
作
品
の
裏
面
に
作
成
者
氏
名
記
入
し
、別
紙（
Ａ
４
縦
型

　
用
紙
）
に
作
成
者
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校

　
学
年
）
、
連
絡
先
電
話
番
号
及
び
作
品
の
簡
単
な
説
明

　
を
記
入
し
、
作
品
に
同
封
し
て
郵
送
又
は
持
参
し
て
下

　
さ
い
。封
筒
の
表
紙
に
「
学
章
応
募
」
を
記
入
し
て
下
さ

　
い
。
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
町
民
及
び
町
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
、
大
学
教
職
員
・
学
生

■
表
彰
等
　
最
優
秀
作
品
１
本
（
賞
状
・
図
書
券
５
万
円
）

　
　
　
　
　
優
秀
作
品
　
１
本
（
図
書
券
１
万
円
）

　
　
　
　
　
佳
作
　
　
　
１
本
（
図
書
券
１
万
円
）

■
入
選
者
発
表
　
10
月
中
旬
頃

■
締
切
り
　
９
月
22
日
（
金
）
必
着

●
応
募
先
・
問
合
先

　
健
康
科
学
大
学
総
務
課
（
学
章
公
募
対
応
室
）
　

　
　
　
〒4

0
1
-
0
3
8
0

　
富
士
河
口
湖
町
小
立
7
1
8
7

　
　
　
℡
83-

５
２
０
０
　

■
日
　
時
　
９
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
第
1
研
修
室

■
参
加
資
格
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
で
き
る
方
（
小
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

■
競
技
規
定
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
勝
抜
き
・
得
点
順
位
）

■
参
加
費
　
　
５
０
０
円
（
小
中
学
生
無
料
）

■
賞
　
品
　
　
優
勝
他
参
加
賞
等

■
締
切
り
　
　
９
月
25
日
（
月
）
午
後
５
時

■
定
　
員
　
　
24
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

■
申
込
先
　
　
℡
72
‐
3
0
7
5
（
渡
辺
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
し
て
下
さ
い

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
毎
週
火
曜
日
中
央
公
民
館
で
開

　
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

■
募
集
期
間
　
９
月
12
日
（
火
）
～
12
月
11
日
（
月
）

■
応
募
方
法
　
応
募
票
又
は
官
製
は
が
き
に
よ
り
郵
送

　
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
に
応
募
（
１
人
１
点
）

■
賞
の
授
与
　
各
部
門
（
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一

　
般
部
門
）
の
最
優
秀
賞
１
編
、
優
秀
賞
５
編
に
賞
状
及

　
び
記
念
品
を
贈
呈

●
応
募
先
・
問
合
先

　
　
〒4

0
0

‐85
2
0

　
甲
府
市
北
口
１
丁
目
２
‐
19

　
　
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内
・
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
係

　
　
　
　
　
　T

e
l

０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

　
　
　
　
　
　F

a
x

０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
４
７

　
　 

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　

　
出
産
や
子
育
て
・
介
護
が
一
段
落
し
て
再
就
職
を
め
ざ

す
女
性
を
支
援
す
る
た
め
の
「
セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
＆
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

～
セ
ミ
ナ
ー
～
　
　

■
日
時
：
11
月
７
日
・
８
日
（
両
日
と
も
10
時
～
15
時
）

■
場
所
：
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
富
士

■
内
容
：
再
就
職
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に

　
　
　
　
つ
け
る
た
め
の
講
習
会

■
定
員
：
30
名
【
託
児
（
無
料
）
も
あ
り
ま
す
。
】

■
そ
の
他
：
１
日
の
み
の
参
加
も
可
、

～
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
～
　

■
日
時
：
11
月
９
日
・
10
日
（
金
）

　
　
　
　
お
お
む
ね
１
人
50
分
程
度
（
予
約
制
）

■
場
所
：
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
富
士

■
内
容
：
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
々
の
ニ

　
　
　
　
ー
ズ
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
、
個
別
相
談

■
定
員
：
お
お
む
ね
20
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
再
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
～

■
日
時
：
11
月
17
日
（
金
）13
時
～
16
時
　
　

■
場
所
：
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

■
内
容
：
求
職
者
と
企
業
の
合
同
就
職
面
接
会

■
申
込
方
法
：
申
込
は
不
要
で
す
。（
企
業
の
方
は
事
前

　
　
　
　
　
　 

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
）

※
参
加
は
無
料
。
セ
ミ
ナ
ー
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ガ
イ
ダ 

　
ン
ス
へ
の
参
加
は
、
雇
用
保
険
の
失
業
の
認
定
に
お
け

　
る
求
職
活
動
実
績
に
該
当
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
県
労
政
雇
用
課

　
　
　
　
　
　T

e
l

0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
5
6
3

　
　
　
　
　
　F

a
x

0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
5
6
4

■
日
　
時
　
10
月
14
日
・
15
日･

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
内
　
容
　
松
の
剪
定
と
簡
単
な
庭
木
の
秋
の
手
入
れ

　
　
　
　
　
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円

■
持
ち
物
　
手
バ
サ
ミ
、
刈
り
込
み
バ
サ
ミ
、
ヘ
ル
メ
ッ

　
　
　
　
　
ト
、
お
弁
当

■
締
切
り
　
10
月
６
日
（
金
）

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
（
担
当
：
渡
辺
）

　
　
　
　
　T

e
l

22
‐
5
2
1
4
　F

a
x

24
‐
6
5
8
4

募
　
　
集

　
「
女
性
の
再
就
職
の
た
め
の

　
　
セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
＆
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

　
　
　
　
参
加
者
募
集
！



広
報
富
士
河
口
湖

　
２１

公
証
役
場
の
利
用
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
か
ら
7
日
は
公
証
週
間
で
す
！

北
稜
高
校
公
開
授
業
及
び

　
19
年
度
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会

健
康
科
学
大
学
文
化
祭
（
蒼
麓
祭
）の
お
知
ら
せ
！

第
30
回
ヨ
ハ
ネ
祭

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

第
16
回
富
士
急
経
済
講
演
会
（
無
料
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
者
技
術
者
認
定
試
験

行
政
書
士
無
料
相
談
会

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談

■
日
　
時
　
10
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
健
康
科
学
大
学

■
企
　
画
　
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
タ
カ
ア
ン
ド
ト
シ
、
ハ
リ

　
ガ
ネ
ロ
ッ
ク
、
永
井
佑
一
郎
（
ア
ク
セ
ル
ホ
ッ
パ
ー
）
が

　
出
演
し
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
講
演
会
、
各
学

　
科
で
学
ん
で
い
る
こ
と
の
紹
介
、
模
擬
店
、
ビ
ン
ゴ
な

　
ど
様
々
な
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は 

h
t
t
p
:
/
/
s
o
u
r
o
k
u
2
0
0
6
.
w
e
b
.
f
c
2
.
c
o
m

●
問
合
先
　
健
康
科
学
大
学
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

■
日
　
時
　
９
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時
～
12
時

■
場
　
所
　
ド
ギ
ー
パ
ー
ク
前
体
育
館

■
定
員
等
　
２
０
０
組
で
要
予
約
、
無
料
！

　
　
　
　
（
参
加
者
全
員
に
ド
ギ
ー
パ
ー
ク
優
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

■
主
　
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
ち
び
っ
こ
は
う
す
」

●
申
込
・
問
合
先
　
℡
０
５
５
‐
２
４
１
‐
７
５
２
１

■
日
時
　
９
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運
動
場

■
内
容
　
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
楽
し
み
抽

　
　
　
　
選
会
、
イ
ベ
ン
ト
（
地
元
保
育
園
児
に
よ
る
演

　
　
　
　
技
、
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
福
祉

　
　
　
　
施
設
利
用
者
や
養
護
学
校
の
皆
さ
ん
の
演
技
・

　
　
　
　
演
奏
、
バ
ン
ド
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）

●
問
合
先
　
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
72
‐
５
５
３
３
）

■
日
　
時
　
９
月
24
日
（
日
）
雨
天
決
行

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
　
所
　
忍
野
村
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

■
内
　
容
　
学
園
紹
介
、
模
擬
店
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
の
出
店
、
子
供
広
場
、
そ
の
他
催
し
物
な
ど

●
問
合
せ
　
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
23
‐
5
1
5
5
　
藤
江

　
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
国
の
機
関
で
あ

る
公
証
役
場
を
活
用
し
て
下
さ
い
。
公
証
役
場
は
遺
言
書

の
作
成
、
金
銭
・
土
地
建
物
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
慰
謝
料

・
養
育
費
・
財
産
分
与
等
に
関
す
る
大
切
な
契
約
を
公
正

証
書
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
公
正
証
書
作
成
の
た
め
の
相
談
（
秘
密
厳
守
）
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
問
合
先 

大
月
公
証
役
場
（
大
月
市
御
太
刀
1-

2-

14
）

　
　
　
　
　
（
都
留
信
用
組
合
大
月
支
店
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　T

e
l

０
５
５
４-

23-

１
４
５
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　F

a
x

０
５
５
４-

23-

１
４
５
７

■
日
　
時
　
10
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時

■
場
　
所
　
都
留
市
文
化
ホ
ー
ル
（
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
）

■
演
　
題
　
「
混
迷
す
る
日
本
の
政
治
・
経
済
状
況
の
下

　
　
　
　
　
　
で
の
企
業
経
営
」

■
講
　
師
　
草
野
　
厚
（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）

■
問
合
先
　
先
着
３
０
０
名
様
に
入
場
整
理
券
を
送
付

し
ま
す
。
富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局
（
℡
22
‐
7
1
1
1
）

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
指
定
工
事
店

に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を

有
す
る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責
任
技

術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

■
受
付
期
間
　
９
月
15
日
～
10
月
10
日

■
講
習
会
　
11
月
１
日
（
水
）
、
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
試
　
験
　
11
月
12
日
（
日
）
、
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
申
込
先
　
（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
（
笛
吹
市
石
和
）

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

※
申
込
用
紙
は
、町
役
場
水
道
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　■
日
　
時
　
10
月
４
日
（
水
）

　
公
開
授
業
　
午
後
２
時
30
分
～
3
時
20
分
、
各
教
室

　
前
期
募
集
入
学
選
抜
説
明
会

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
～
　
視
聴
覚
室

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

　
機
関
や
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
富
士
北
稜
高
等
学
校
　
研
究
部
　
羽
田

　
　
　
　
　
℡
22
‐
４
１
６
１

＝
電
話1

1
0

番
＝

■
開
設
期
間
　
10
月
４
、
５
、
６
日
（
３
日
間
）

■
受
付
時
間
　
午
前
10
時
～
４
時

■
専
用
番
号
　
℡
0
5
5-

2
3
7-

2
6
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
行
政
書
士
会
事
務
局
内
）

＝
対
面
無
料
相
談
会
＝

■
日
　
時
　
10
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
下
吉
田
コ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先
　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-

2
3
7-

2
6
0
1
）

■
日
　
時
　
10
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
１
Ｆ
（
甲
府
市
丸
の
内
）

　
　
　
　
　
10
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
都
留
市
ふ
る
さ
と
会
館
（
都
留
市
中
央
）

■
内
　
容
　
事
業
主
又
は
従
業
員
か
ら
の
労
働
問
題
・
年

　
　
　
　
　
金
・
健
康
保
険
の
手
続
き
や
請
求
方
法
他

●
問
合
先
　
山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
℡
０
５
５
‐
２
５
３
‐
４
０
０
４
）

イ
ベ
ン
ト
紹
介

お
知

ら

せ

　
＝
生
後
１
ヶ
月
～
入
園
前
の
子
ど
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
の
子
育
て
交
流
広
場
＝

　
ウ
ル
ト
ラ
ち
び
っ
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
富
士
河
口
湖
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湖

　
２２

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

赤
池
　
大
輝
　
　
亮
　
太
　
留
　
美
　
船
津

天
野
こ
こ
ろ
　
　
政
　
幸
　
ひ
ろ
美
　
船
津

渡
邊
　
ゆ
ら
　
　
光
　
孝
　
ゆ
か
り
　
船
津

三
浦
　
愛
斗
　
　
国
　
男
　
有
加
里
　
船
津

宮
下
こ
こ
な
　
　
明
　
寿
　
佳
　
織
　
浅
川

原
口
　
喜
助
　
　
伸
　
也
　
直
　
実
　
小
立

原
　
恋
寛
音
　
　
英
　
治
　
　
忍
　
　
小
立

平
井
　
海
夢
　
　
秀
　
樹
　
香
　
織
　
小
立

佐
野
　
心
優
　
　
儀
　
満
　
ま
ど
か
　
河
口

関
口
　
　
舞
　
　
　
求
　
　
真
知
子
　
河
口

堀
内
　
葉
未
　
　
力
　
也
　
め
ぐ
み
　
大
石

三
浦
　
音
織
　
　
基
　
行
　
三
七
子
　
西
湖

三
浦
　
和
眞
　
　
浩
　
一
　
か
お
る
　
西
湖

渡
邉
　
　
心
　
　
浩
　
司
　
美
由
紀
　
本
栖

西
畑
　
　
澪
　
　
　
謙
　
　
真
　
希
　
富
士
ヶ
嶺

角
田
　
涼
華
　
　
友
　
二
　
仁
　
美
　
富
士
ヶ
嶺

　
田
ゆ
わ
子
　
92
歳
　
　
田
　
秀
雄
　
船
津

小
林
　
盛
雄
　
95
歳
　
小
林
　
正
史
　
船
津

田
中
　
義
一
　
78
歳
　
田
中
　
康
之
　
船
津

友
野
　
　
徹
　
52
歳
　
友
野
　
長
子
　
船
津

【
7
月
20
日
か
ら
8
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

だ
い
き

ま
な
と

き
す
け

か
い
む

し
ゅ
う

は 
 

み

ね 
 

お

す
ず
か

か
ず
ま ま

い

こ
こ
ろ

れ
い

れ 
 
 

の 
 
 

ん

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
上
九
一
色
村
が
合
併
し
新
生
富
士
河
口
湖
町
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
そ
の
新
鮮
な
息
吹
の
４
月
、
町
長
か
ら
19
名
の
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
一
人
一
人
に
委
嘱
状
を
渡
し
て
い

た
だ
き
、
推
進
委
員
と
し
て
様
々
な
学
習
機
会
や
情
報

を
活
用
し
て
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
て
い
こ
う
と
話

し
合
い
、
本
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
新
メ

ン
バ
ー
を
含
め
た
19
名
の
推
進
委
員
さ
ん
共
々
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
「
ぴ
ゅ
あ
富
士
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
公

民
館
祭
り
、
生
涯
学
習
の
つ
ど
い
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
「
男
と
女
の
つ
ぶ
や
き
」
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
「
と
て
も
わ
か
り
や
す
く

て
勉
強
に
な
っ
た
」
「
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
と

意
味
を
始
め
て
知
り
ま
し
た
」
「
男
女
共
同
参
画
と
は

思
い
や
り
の
気
持
ち
が
大
切
で
す
ね
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
推
進
活
動
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
富
士
河
口
湖
町
の
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
見
る
と
「
男
は
～
」
「
女
は
～
」
と
い
う
性

別
役
割
分
担
意
識
が
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
男
性
も
女
性
も
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
、
フ
ェ
ア
で
平
等
な
社
会
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
家

庭
・
地
域
・
職
場
で
の
慣
習
の
見
直
し
や
意
識
の
変
革

が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
推
進
委
員
は
「
識
っ
て
、
感
じ
て
、
行
動
へ
」

と
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
更
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
力

を
入
れ
る
と
共
に
、
ま
ず
足
元
の
家
庭
か
ら
積
極
的
に

取
り
組
み
、
モ
デ
ル
家
庭
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
秋
（
11
月
）
、「
地
域
発
・
男
と
女
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

私
た
ち
の
町
（
富
士
河
口
湖
町
）
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
チ
ャ
ン
ス
と
捕
ら
え
、

ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
や
対
話
を
重
ね
な
が
ら
理
解
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
ご
夫
婦
揃
っ
て
気
軽

に
楽
し
く
学
習
す
る
場
や
講
演
会
な
ど
町
の
特
徴
を
活

か
し
な
が
ら
推
進
活
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
「
あ
れ
、
お
か
し
い

な
？
女
で
も
男
で
も
い
い
の
に
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
？
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
気
づ
き
、

見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
行
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
は
未
来
を
ひ
ら
く
『
キ
ー
ワ

ー
ド
』
な
の
で
す
。

　
　
　
　
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
長
　
渡
辺 

節
子

男
女
共
同
参
画
社
会
の
現
実
を
目
指
し
て

「
識
っ
て 

 

感
じ
て 

 

行
動
へ
！
」

　
１
等
　
１
億
５
０
０
０
万
円
×
２
６
本

　
　
　
　
前
後
賞
各
2
５
０
０
万
円

　
２
等
　
１
０
０
０
万
円
×
２
６
本

　
３
等
　
１
０
０
万
円
×
２
６
０
本
…

☆
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
い
ま

　
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地

　
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
２
億
円

９
月
25
日
（
月
）
発
売

「
売
れ
切
れ
し
だ
い
発
売
終
了
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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人口

男

女

世帯

　　25,660人
(－8)

 12,625人
(－5)

 13,035人
　(－3)

 8,658  
(＋3)

日   

時
　
10
月
3
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

8月1日現在の
人口・世帯

渡
邊
　
金
惠
　
66
歳
　
渡
邊
ヒ
デ
子
　
船
津

宮
下
　
　
子
　
80
歳
　
宮
下
　
義
彦
　
船
津

外
川
　
庄
次
　
84
歳
　
外
川
　
完
一
　
浅
川

渡
邊
　
壽
博
　
64
歳
　
渡
邊
　
浩
二
　
小
立

杉
山
　
義
正
　
79
歳
　
杉
山
　
正
義
　
河
口

額
谷
　
　
厚
　
57
歳
　
額
谷
　
秀
一
　
河
口

小
宮
山
紀
夫
　
65
歳
　
小
宮
山
信
子
　
大
石

渡
邊
　
悦
郎
　
71
歳
　
渡
邊
　
　
昇
　
勝
山

渡
邉
　
　
博
　
85
歳
　
渡
邉
さ
だ
子
　
勝
山

三
浦
　
清
文
　
85
歳
　
三
浦
や
よ
い
　
長
浜

三
浦
　
熊
雄
　
88
歳
　
三
浦
　
　
浩
　
長
浜

渡
辺
　
を
た
　
90
歳
　
渡
辺
　
俊
夫
　
西
湖
南

相
川
　
浩
史 

 

＝ 
 

羽
下
加
奈
子
　
小
立

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

かしこ
い消費

者に！

　消費
生活ひ

と口情
報
　ついこの間の新聞でも

山梨県内で、また「振り込み詐欺」

の被害という記事が載っていましたね。こういう

詐欺を働く者は、常にいろんな方法で、「あなた」を狙っています。

例えば、「振り込み詐欺」以上に最近また、巧妙化した架空請求の相

談が多くなっているそうです。(平成17年度に県民生活センターに寄せ

られた相談件数は約4000件)

　そういう中で山梨県が、今までの「山梨県消費生活の保護に関する条例」を今年の4月に全部改正し、

「山梨県消費生活条例」と改め、「消費者の権利」と「消費者の権利の尊重と自立支援」を基本理念

に規定し、規制の強化や事業者に対する指導充実・強化を図るための立入調査や報告徴収等の権限を

拡充・強化するなどして、消費者支援のための施策を展開しています。

　そこで、町としてもこの広報誌の紙面を通して、県から提供されてくる様々な情報等をお知らせし

たいと思います。

　国民生活センターの年報によると悪徳商法の被害者の年代は、20代・30代の割合が高いそうです。

手口別では、電話勧誘販売被害が他を大きく引き離して一位を独占しています。購買活動の盛んな層

である30代から40代のサラリーマンの被害も多く見うけられるそうです。社会の第一線で働いていて、

社会経験も知識もあるから消費者被害にはあわないというわけではない

ようです。悪徳業者は年代等によって手口を変えます。サラリーマンを

ねらう手口は電話勧誘が多く、若者はキャッチセールスやアポイントメ

ントセールス、デート商法など、主婦は点検商法や内職商法、高齢者の

場合は催眠商法や点検商法など、勧誘する手口に特徴があります。また、

売りつける商品・サービスについても同様に、年代によって違いが見ら

れます。

★�おかしいなと思ったら、家族や県民生活センターなどに素早く相談！！
★�強引な勧誘や脅迫をされたら、近所の人や警察に連絡を
★�万が一、トラブルに巻き込まれた
　　県民生活センターへ　●消費生活相談は、０５５－２３５－８４５５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地方相談室；０５５４-４５-７８４３）
　　　　　　　　　　　　●その他の相談は、０５５－２２３－１３６６

※町内での消費生活に関わるいろんな情報がありましたら、役場企画課まで連絡ください！

経験豊富な専門相談員が対応してくれます！とにかく一人に悩まずに電話相談を！

＝多様化する悪徳商法とねらわれる消費者＝
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地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

総務省　富士河口湖町

9月下旬から調査員がお伺いします。調査員は「調査員証」を必ず携行しています。

全国すべての事業所や企業が調査の対象です。
調査員が調査票を持って皆さんの事業所をお訪ねいたします。
どうぞ、ご協力ください。

平成18年10月1日

平成18年事業所・企業統計調査

今年の「町の誕生日イベント」今年の「町の誕生日イベント」
（いきいき！みんなのまちの誕生日）は

先月の広報誌で予定としてお知らせしました「町の誕生日イベント」

ですが、11月5日（日）、町役場駐車場・中央公民館・生涯学習館・

子ども未来創造館を使って、新富士河口湖町の誕生日にふさわしい、

町民総参加で「まち」を認識し・一体感が作れるイベントにしよ

うと計画を進行中です。

①スタッフとして協力していただける方　　　　　　　　　

②企業や事業所、団体として協賛していただけるグループ

11月5日！

そこで、２つのお願いです！ 大募集しています！
●企画課（72-6023）へ

皆さんで、私たちのまち、富士河口湖町の楽しいお祭りを創り、みんなで楽しみましょう！

変更です！


